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「第１回 貝原俊民美しい兵庫づくり賞」の受賞者とその功績等は次のとおりです。 

 

「第１回 貝原俊民美しい兵庫づくり賞」受賞者（２個人、２団体） 

氏名／団体名 功   績   等 

石井 弘明 

神戸大学大学院 

農学研究科准教授 

平成 16 年より都市に孤立して存在する森林生態系の現状を

研究するため、西宮神社社叢(えびすの森)の植生調査を開始。

兵庫県教育委員会、西宮市、西宮神社と連携し、えびすの森の

生態系を保全・復元する活動を展開。「えびすの森秋の一般公

開・清掃奉仕活動および勉強会」を実施し、全国初の市民参加

による社叢整備の仕組みを創設。平成 24年からは、地域の小学

生を対象とした「えびすの森春休み自然観察会」を開催し、子

供達の環境教育にも尽力している。 

えびすの森におけるこれらの活動は、都市の森を守り、県内

の貴重な自然を未来へとつなぐ、先駆的な活動として、幅広い

波及効果をもたらした。 

このほか、兵庫県内における生態系復元、自然再生に関する

研究論文も積極的に発表している。 

特定非営利活動法人 

ウィズアス 

障害がある人たちが、生まれ育った町でごく当たり前に暮ら

せる社会をめざして、平成 14年、NPO法人ウイズアスが発足。

平成 17 年には、高齢や障害があっても、誰もが気兼ねなく神戸

での旅行を楽しめるユニバーサルツーリズムの取り組みとして

市民プロジジェクト「ＷＩＮＧ ＫＯＢＥ」を開始し、21年に

は「神戸ユニバーサルツーリズムセンター」を開設。 

神戸地域のユニバーサルツーリズムの情報を全国発信し、無

料レンタル「ＫＯＢＥどこでも車いす」等積極的に事業を展開

している。また、宿泊、観光、移送、福祉等の地域内サービス

間ネットワークを構築し、ハード面のバリアをカバーする先進

的な受入体制づくりに貢献している。 

平成 23年設立の「日本ユニバーサルツーリズム推進ネットワ

ーク」事務局を勤め、代表の鞍本氏は 25年度の観光庁「ユニバ

ーサルツーリズムの普及・促進に関する検討会」委員も務める

など、全国的にも活躍。 



氏名／団体名 功   績   等 

髙原 美貴 

姫路赤十字病院 

医療社会事業副部長 

平成 11年から長年にわたり、国内外での災害や紛争による被

災者・犠牲者などの救援や開発協力に兵庫県の看護師として積

極的に取り組んでいる。 

人道的な救援活動として、現地の戦傷外科病院などの医療機

関において、現地スタッフへの医療・看護教育や事業管理に携

わった。また、災害救援・復興支援活動として、臨時医療救護

や巡回診療に加え、感染症等の疾病に苦しむ人々の状態を改善

するため、公衆衛生分野における支援活動に取り組んだ。 

活動で得た経験・知見を後輩看護師等に伝えて後進育成に努

めるとともに、数多くの講演会を通じて、県民とりわけ若者へ

の啓発にも努めるなど、共助・減災社会の構築やグローバル世

代における青少年の育成に尽力している。 

兵庫自治学会 21世紀の望ましい地域像の創出に向け、自治体職員自ら政策

形成能力を高めるため、平成 5 年に設立。自治体職員が学会の

会員として調査研究活動に取り組み、その成果を全国に発信し、

県政にも生かすという仕組みは他に例をみない取り組みとして

注目された。 

設立 10年を機に会員を市町職員、学識者や NPOなど多様な担

い手へと拡大したほか、全米公共・行政学会とも交流するなど、

活動の幅を広げている。 

会員相互の幅広いネットワークのもと、行政や地域課題解決

のための調査研究活動が活発に展開され、優れた政策提言につ

なげるとともに、会員自らも自律的、創造的な企画立案能力を

高めるなど、人材育成や地方自治の基盤強化に貢献している。 

 

 


